














































































山田 香，吉田 一恵，原澤 梢
原 真由美
（独立行政法人国立病院機構 沼田病院）
【はじめに】 終末期がん患者の多くは何らかの苦痛を有
し,それを見守る家族は精神的な緊張を強いられている.
今回,私たちの働きかけで家族の緊張を解き,より多くの
安らぎを患者にもたらすことができた.この事例を振り返
り,考察する.【患者紹介】 A氏:60歳代の男性.家族構
成:妻と2人暮らし.長女・長男は県内在住.妻は毎日来院
し,長時間面会を行う.病名:下行結腸癌術後 肝臓・肺転
移.【経 過】 手術,化学療法を実施したのち,本人の希
望で治療を中止した.食欲が低下し,体動困難となり入院
となった.腹部疼痛に対してオピオイドが開始となったが,
A氏の状態悪化に伴い,妻からの不安の訴えも増強して
いった.【看護問題】 患者家族の不安が増強すると,A氏
夫婦の穏やかな時間を過ごすことが困難になる.【介入・
結果】 A氏は苦痛が日々強くなり,妻はその苦痛を軽減
してあげたいとA氏への援助を行っていた.妻の「少しで
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